
孟

蘭

盆

者

一
二
八

子皿

蘭

盆

考

1

民

俗

學

と

の

比

較

に

於

て
ー

横

山

文

綱

輝
院
の
佛
祭
り
の
儀
式
は
清
規
に
從
つ
て
な
さ
れ
る
の
が
原
則
に
な
つ
て
い
る
。
清
規
に
規
定
さ
れ
な
い
其
の
他
の
行
事
は
、
傳
承
口

授
、
脅
慣
慣
例
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

宗
教
行
事
の
多
く
は
傳
承
、
口
授
に
よ
る
部
分
が
多
く
、
そ
の
行
事
が
何
を
意
味
す
る
の
か
全
く
解
ら
ぬ
ま
ま
に
法
燈
を
織
ぐ
が
ご
と

く
傳
え
ら
れ
て
來
て
い
る
。
こ
の
傳
承
の
宗
教
行
事
は
民
族
個
有
の
宗
敏
的
意
義
を
内
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
解
い
て
行
く
と
、

こ
れ
ま
で
不
明
で
あ
つ
た
行
事
の
意
義
が
は
つ
き
り
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

表
面
に
出
て
い
る
祭
式
の
要
領
が
す
つ
か
り
佛
教
的
で
あ
つ
て
も
、
そ
の
深
層
に
民
族
個
有
宗
敏
が
混
在
し
、
暦
在
し
て
い
る
場
合
が

多
い
の
で
あ
る
。
民
俗
學
で
は
こ
の
分
野
に
著
目
し
て
、
立
派
な
研
究
が
多
敷
獲
表
さ
れ
て
い
る
。

私
は
こ
こ
に
孟
蘭
盆
の
行
事
に
就
て
、
民
俗
學
者
の
報
告
を
紹
介
し
、
從
來
の
教
學
者
的
立
場
と
比
較
し
乍
ら
、
暦
在
す
る
民
俗
宗
教

の
貌
を
つ
か
ん
で
見
よ
う
と
思
う
。



二

　

　

　

　

え

　

り

　

へ

　　

こ

こ

　

　

　

　

り

　

孟

蘭
盆

の
意
義

は
宗

密

の
孟
蘭

盆
経

疏

に

「
孟

蘭

…
此
云

=
倒

懸

一、

盆

…
価
爲

二
救

器

一、
若

随

=
方
俗

一鷹
日

、
救

二
倒

懸

一
器
」

と
あ

り
、

孟

蘭

は
倒
懸

と

い
う

こ
と

で
あ

つ
て
、

こ
れ

は

死
後

に
受

け

る
苦

し
み

の
中

の

「
倒

懸
苦

」
を

い
う

の
で
あ

る
。

繹

氏
要

覧

に
は

こ

　

　

「
孟

蘭
者

西
域

之
語

、

此
云

=
救
倒

懸

一」

と

い
い
、

「
ウ
ラ

ン
」

と

い
う

の
は
西
域

の
語

で
あ

る
と

い

つ
て
い

る
。

師

ち
、

こ
こ

に
い
う

「
ウ
ラ

ン
」

は
梵
語

の

「
ウ

ラ

ン
バ
ー

ナ
」

を
指

し

て
い

つ
て

い
る

の
だ

ろ

う
。
津

田
左

右
吉

氏

は
イ

ン
ド

に
於

い

て
は
、

「
倒

懸

の
苦

は
、

子

の
無

い
も

の

の
、

う
け

る
も

の
と
せ
ら

れ

て

い
る
や
う

で

あ
る
。
」

と

い

い
、
孟
蘭
盆

経

の
目
蓮

の
母

の
受

け

る
苦

し
み

は
、
倒
懸

の
苦

に
相

當

せ
ず

、

経
名

の
意
義

と
経

の
内
容

と
が

不
相

鷹

で
あ

る

こ
と
を

注
意

を
し

て

い
る
。

盆

は
器
物

の
名
稻

で
あ

る
。

繹
氏

要
覧

に

「
東
夏

之
音

」

と
あ

る
如
く

、
支

那
語

で

あ
る
。

翠
談
採

録

に

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

　
　
　

　　

　
　
そ

　

　

　
　

　
　

　

七
月

十

五
日
。

孟
蘭

盆
之

読
。

諸
皆

主
下
佛
経

目
蓮

救

γ母

。
於

一一是

日

一以

二
百
味

一。
著

一一盆

中

一供
∋

佛
。

然

不

γ知

三
何

謂

=
孟
蘭

盆

一

ぎ

　

　

　

　

　

　

こ

　

　

　

　

り

　

　　

　

　

そ

　

　

　

へ

　

そ

　

ち

也
。

及

γ
讃

=
繹
氏

要
寛

一
云
。
孟

蘭
猫

三
華
言

=
解

倒
懸

一。
似

レ
有

二
救

γ
母

之
説

一　
。

而
盆

字
。

又
無

二
著

落

一。

問

二
之

博
識

一。

　

　

こ

　

こ

　

　

　

こ

　　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

不

r
知

也
。

後
見

二
老

學
篭

筆

記

一。

父
老

云
。

故
都

於
=
中

元

一具

二
素

齪

一享

γ先

。
織

γ竹
爲

=
盆
孟
状

一。

云

々

盆

は
竹

を
織

つ
て
作
成

す

る
も

の

で
あ
り
、

形

は
孟
状

で

あ

る

こ
と
が

理
解

出
來

る
。

孟
蘭

盆
経

は

こ

の
盆

に
物

を
載

せ
、

そ

れ

を
檜

に
供
す

る
器
具

と

し
て

い
る
が

、

こ

の
経

の
中

で
も

重
要

な
意
義

の
あ

る

こ
と
と

し
て

い
る
。

然

し
宗

密

は
経

疏

に

こ
の
器

に

は

「
救
」

の
意

は

一
つ
も
無

い
と

い

つ
て

い
る
。

㈲

チ

ル

ル

ヲ

ク

「
ヲ

テ

ル

ニ

ヲ

ク

テ

ヲ

テ

ソ

ト

ニ

ス

ヲ

フ

ヲ

ト

ヒ

ク

乃

知

風
俗

祀

レ
先

。
全

無

二
佛

氏
之

意

一。

因
而

考

二
夢
華

録

一亦

云
。

以

r
竹

研
成
三
二
脚

一上
織

一燈

窩

一。

謂

二
之
孟

蘭
盆

一又
買

一一素

食

一

　

　

　

こ

　

　

り

り

　

　

　

　

　

こ

　

こ

　

こ

　

　

　

擦

一一米

飯

一享

r先

。
以

告

=
報
秋

成

一。

但

多
目

蓮
経

。
搬

一一其
雑

劇
敷

言

一。
反

覆
思

γ
之

。
孟

蘭
盆

實
起

二
於
風

俗

一

而

目

蓮
救

γ
母
之

こ

　

　

こ

　

　

　

　

こ

　　

　

こ

　

 
事
。

偶
く
符

一一是

日

一。

且
佛
氏

孟
蘭

盆
。

二
字

之
音

。
又

與

レ之

同
。

途

託

而
爲

一一孟
蘭

盆

一
也
。

輝

學

研

究

一
二
九



孟

蘭

盆

考

一
三
〇

こ
れ
は
支
那
に
於
け
る
孟
蘭
盆
の
民
俗
學
的
解
繹
で
あ
る
。
無
著
暉
師
は
こ
れ
は
俗
儒
の
謬
作
で
あ
る
か
ら
信
じ
て
は
な
ら
ぬ
と
い
わ

れ
た
け
れ
ど
も
、
日
本
の
孟
蘭
盆
の
在
り
方
か
ら
見
て
、
大
い
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
支
那
で
は
孟
蘭
盆
と
い
う
行
事
が
銑
に
佛
敏

が
渡
來
す
る
以
前
か
ら
あ
り
、
盆
棚
を
作
つ
て
、
供
物
を
供
え
、
來
る
べ
き
秋

・
冬
を
占
う
、
占
い
の
儀
式
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
無
著
の
立
場
は
佛
教
者
と
し
て
は
當
然
で
あ
る
が
、
孟
蘭
盆
経
が
印
度
撰
述
で
あ
つ
た
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
疑
議
は
生
じ
る
こ

と
は
な
い
筈
で
あ
る
。

津
田
左
右
吉
氏
は

「孟
蘭
盆
供
は
、
少
く
と
も
シ
ナ
の

一
般
人
の
思
想
に
お
い
て
は
、
神
と
い
う
も
の
の
あ
る
こ
と
を
認
め
る
黙
に
於

て
、
佛
教
の
精
神
と
は
矛
盾
す
る
思
想
の
上
に
た
つ
た
も
の
で
あ
る
」
と
敏
え
て
い
る
。
部
ち
盆
の
行
事
は
儒
教
の
魂
醜
思
想
の
上
に
成

立
し
て
い
る
も
の
で
、
佛
教
数
理
の
無
魂
塊
思
想
で
解
繹
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

我
が
國
に
於
て
初
め
て
孟
蘭
盆
の
法
會
が
行
わ
れ
た
の
は
、
推
古
天
皇
十
四
年

(六
〇
六
)
だ
と
い
わ
れ
、
き
わ
め
て
早
い
時
期
で
あ

る
。
こ
の
頃
よ
り
我
が
國
中
の
家
々
で
、
盆
會
の
法
要
が
行
わ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。
現
在
行
わ
れ
て
い
る
盆
會
の
仕
方
を
見
て
も

地
方
毎
に
特
色
が
あ
り
、
そ
の
行
事
が
佛
教
的
表
皮
を
被
つ
て
、
そ
の
核
心
に
は
佛
教
的
で
な
い
要
素
が
全
國
的
に
多
数
あ
る
。
こ
れ
は

七
月
十
五
日
を
中
心
と
す
る
何
ら
か
の
祭
が
推
古
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
祭
に
佛
敏
の
法
會
が
重
複
し
て
行
わ
れ
た
た
め
に
、

表
現
と
本
質
と
が
相
反
す
る
様
な
こ
と
に
な
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
津
田
氏
の
指
摘
さ
れ
る
支
那
の
孟
蘭
盆
供

の
矛
盾
は
、
我
が
國
に
於
て

も
矛
盾
的
様
相
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
矛
盾
は
以
下
の
詳
述
に
よ
つ
て
明
ら
か
に
な
る
と
思
う
。

民
輩

者

の
説

に
よ

る
と

『

轟

ン
L

と

い
う

名
稻

の
ご
と
き

も

「
ウ

ラ

ン
バ

ナ
」

の
輔

語

で

は
な
く

、

ボ

ニ

・
ボ

ン
と

い
う
供

物
用

の
容
器

か
ら

生

じ
た
も

の
で
あ

る
』

と

い
う

こ
と
で

あ
る
。

祭

に
用

う
器
物

の
名
構

か
ら

盆

と

い
う
法
會

の
名

稔

に
轄
化

し
た

の
だ

と

い

う
定
義

は
既

に
支

那

の
儒
者

の
読

で
あ

る
。

唯

々
我
が

國

に
佛
教

が
傳

來
す

る
以
前

か
ら

、

ボ

ン
と
構
す

る
祭

器
が

あ

つ
た
か
否

か
が

問

題

で
あ

る
。



次

に

『

「
ウ
ラ
ボ

ン
」

と

い
う

の
も

、
十

五

日

の
正

日

の
前

日

を

(十

四

日

の

こ
と
)

迎
盆

と
か
、

宵
盆

と

か

い
う

の

に
封

し
て
、

十

五
日

の
う

ら

の
日
で

あ

る
か
ら

「
ウ

ラ
ボ

ン
」

で
あ

る
の

で
、

櫓
自
身

が

亡
母

の
供

養

の

た
め

に
、

ウ
ラ

ン
バ

ナ
を

こ
の
日

に
當

て

た
の

で
は

な

い

こ
と

は
明
白

で

あ

る
と
考

え
ら

れ

る
』

と

い
つ
て

い
る
。

十

五
日
が

盆

の
日

で
あ
り

、
十

五
日

の

こ
と

を
ウ

ラ
ボ

ン
と

い
う

の

で
あ

る
か
ら

、
十

六
日

の
ウ
ラ

ボ

ン
の
名

稻

を
十

五
日

の
日

に
引

き

上
げ

て
、

つ
ま

り
十

五

日
と
十

六
日
と

を
匠

別

せ
ず

に
ウ
ラ

ボ

ン
と

す

る
と

い
う

の
だ
が

、

こ
れ
は
了

解

に
苦

し
む
。

或

る
説

に

「
十

六
日

を

ウ
ラ

ボ

ン
ま
た

は
オ

リ

ボ

ン
と

い
い
」

こ
の
日

が
盆

祭
り

の
終

了

を
意
味

し
、
祭
壇

、
祭

器

の
片

付

け
を

す

る
日

で
あ

る
と

い

つ
て

い
る
。

こ
れ

に
は
異

議

は
無

い
。

先
述

の
如

く
我
が

國

で
孟

蘭
盆

會
が

奈
良

朝

頃
か

ら
始

つ
た

こ
と

は
史
實

と

し

て
も

、
佛

教

が
傳
來

し
て
く

る
以
前

に
於

て
、
死

ん
だ

租

先

の
蟹

、
邸

ち

祀
璽

を
祭

つ
る
儀
式

が
存

在

し
、
然

も
極

め

て
遠

い
昔

か
ら

の
し

き
た
り

に
な

つ
て

い
た

こ
と
は
事

實

で
あ

る
様

で
あ

る
。橋

浦
泰

雄

氏

は

「
オ

リ

メ
行

事

の
う
ち

で

と
く

に
重

要

な

の
は
、
正

月

と
盆

の

二
行

事

で
あ

る
。

こ
の
二
行
事

は

一
年

を
六

ケ
月

あ

て

に
折

牛

し

て
行

わ

れ
る
。

正

月
行

事

は
陰
陽

道

く
さ
く

な

つ
て
を
り

、
盆

行

事

は
佛

教

く

さ
く

な

つ
て
お

る
け

れ
ど
、
春

秋

の
神
肚

祭

禮

が

、
氏
紳

の
祀
り
だ

と
解

さ

れ

て

い
る
よ

う

に
、

こ
の
正
月

、
盆

の
行

事

は
と
も

に
わ

れ

わ
れ
各

家

の
租
先
神

を
迎

え
る
祀

り

で
あ

る

こ

と

は
、

ほ
と

ん
ど
疑

い
は
な

い
」

と

し
て

い
る
如

く
、
年

二
回

の
祀

簸
祭

の

一
つ
の
行
事

で
あ

る
盆

行

事
を
、

佛
数

色

を
加
味

し
て
行

つ

て

い
る

の
で
あ

る
。

柳

田
國

男
氏

の
説

に
よ

る
と
、
今

日

で
も
伊

勢
神

宮

で

は
七
月
十

五

日

に
い
す
ず

川

の
上
流

の
森
林

の
中

に
、
青

竹

を
も

つ
て
仕

組

ま

れ

た
盆
棚

に
、

野
菜

、
果

物
等

を
供

え
て
、
神

宮

の
租
塞

を

お
祭
り

す

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

こ

れ
は
最

も
古

い
盆
行

事

の
原
形

が
今

日

ま
で
傳

つ
て
來

て

い
る

こ
と
を
示

す

も

の
で
あ

る
が
、

そ

の
詳

細

を
知

る

こ
と
が

出
來

な

い

の
は
淺
念

で
あ

る
。

暉

學

研

究

コ
一二



孟

蘭

盆

考

一
三
二

三

 

盆

と
正

月

の
オ

リ

メ
行

事

に
は
共

通

し
た
行

事
が

数
多

く

あ
る
。

(今

こ
て

に
正

月

と

い
う

の
は

一
月

十

五
日

の
小
正

月

の

こ
と

で
あ

つ
て
、

一
名
若

年

と
も

い

い
、

古

く

は
正

月

の
行

事

は

一
月
十

五

日

に
し

て
い

た
。
)
今

こ
れ
を
比

較
す

る
と
左
圖

の
如

く

な

る
。

シ日名

小

正

月

満 十

五

月 日

年

紳

サ

ン

　

　　

　

り

 歳

徳

サ

ン

正

月

サ

ン

年

爺

サ

ン

若

年

サ

ン

盆

満 十

五

月 日

 

お
精

蟹

サ

ン

お
先

租
サ

ン

準

重

松
迎
(山
か
ら
迎
え
・
)

盆
花
迎
(
山
か
ら
迎
え
渇
)

祭

量

年

紳

棚

精

婬

棚

迭
⊥

…

焚

迭

リ

火

祭
壇
に
献
ず
る
供
物
は
季
節
の
相
違
に
よ

つ
て
品
種
は
自
ら
異

つ
て

く
る
。

徒
然
草
の
書
か
れ
た
の
は
、
南
北
朝
、
慮
仁
の
齪
頃
で
あ
る
が
、

つ
も
ご
り

そ

の

一
節

に

「
晦

日

の
夜

い

た
う
暗

き

に
、

…

…
亡

き
人

の
來

る
夜

と

て
、

神
祭

る
わ
ざ

は
此

頃
都

に
は
無

き
を
、

東

の
方

に
は
猫

す

る

こ
と

に
て
あ
り

し
」

と

い

い
、

大
晦

日

の
夜
行

う
、

昔

か
ら

の
祭

の

シ
キ
タ

リ
が
す

た
れ

た
と

い
う

の
で
あ

る
。

今

日

で
も
奥

羽

地
方

や
、
長

野
縣

で
は
大

晦
日

の
夜

か
、

又

は
正

月

に
入

つ
て
租
蟹

を
ま
,つ
り

、
盆

の
精

蟹

に
供

え
る
膳

と
同

様

に
握

り
飯

か
、
盛

飯

の
上

に
幾
本

か
箸

を
挿

し
た
。

ミ
タ

マ
ノ

メ
シ
を

お

供

え
す

る
習

わ

し
が
残

つ
て

い
る

と

い
う
。

こ
れ
ら

は
盆

も
正
月

も
共

に
租
蟹

を
迎

え

て
祭

る
、
ま

つ
り

ご
と
で

あ
る

こ
と

を
示

し

て
い

る

の
で
あ

る
。

お
盆

の
準
備

は
、
租
籔
降

臨

の
た
め

の
路

つ
く
り

か
ら
始

ま

る
と

こ
ろ
が

多

い
。

日

は

七
月

七
日

や
十

五
日

の
直
前

な
ど

一
定

し
て

い

な

い
。

威

に
よ

つ
て
春

秋

の
彼
岸

に
す

る

と

こ
ろ
も

あ

る
。



,關

東
地

方

で

は
盆

路

つ
く

り
、
路

な
ぎ
、

墓

な
ぎ

な
ど

と
も

い

い
墓

の
周
園

を
掃

除

す

る
。
静
岡

縣

で

は
路

刈
り

と

い
い
七
月

一
日

に

行

う
。

そ

れ
は
墓

地

か
ら
家

ま

で

の
間

と
、

一
方

村
境

か

ら
家
ま

で
、
或

は
山

の
頂

上

ま

で
、
草

の
露
が

人

に
か

か
ら

ぬ
程

度

に
刈

る
の

で
あ

る
。

關

西

地
方

で

は

七
月

七
日

を
盆

は

じ
め
、

又

は

七
日
盆

と

い
い
、
佛

具

を
磨

き
清

め

て
佛

祭
り

を

し
、
墓

掃

除

や

井

戸
替

え
を

し
た

り

、
ま

た
初

め

て
生

れ

た
児

に
母

の
里

か
ら
夏

着

を
贈

る
村
が

あ

る
。

十
三

日

を
宵

盆

或

は
迎

盆

と

い
う
。

東
京

の
郡

部

で
は

こ

の
日

の
夕

方

一
家

総
出

で

ワ

ラ
火
を
門

前

で

た
き
、

「
盆
様

、
盆

様

お
迎

え

申

す
」

と
大
聲

で
呼
び
、

そ

の
後

子
供

が

そ

の
ワ
ラ
火

を
持

つ
て
墓

に
駆

け

て
行

き
、
墓

で
更

に
ワ
ラ
火

を

た

い
て
、
同

じ
文

句

を
と

な

え

る
。

又
青

年

が
大

き
な
松

明

を
振

り
ま

わ

し

つ
つ
、
賑

か

に
迎

え
て
來

る
村

も
あ

る
。

長

野

で

は
夜

に
入

つ
て

か
ら
迎

火

を
墓
地

と
、

家

の
門
前

で

た
き

そ

の
時

子
供

ら
は
、

口
々

に

「
爺

さ
ん
婆

さ

ん
、

こ

の
あ
か
り

で

お

で
や

あ
れ
、

お

で
や

あ
れ
」

と

と
な

え
る
。

又
途

盆

の
時

に
は
途

火

を
た

い
て

「
こ

の
あ
か
り

で
、

お

け
え
り

や

あ
れ
、

お

け

え
り

や

あ

れ
」

と
唱

え

る
村

が

あ

る
。

同

じ
様

に
長

野

の
あ
る
地

方

で
は

ム
カ

ヱ
ダ

イ

(ダ

イ

は
タ
イ

マ
ッ
の
略
語

)

と

い

つ
て
、

七
月

一
日

に
こ
れ

を
家

の
前

で

六
ダ

イ

た

き
、
寺

や

お
堂

の
前

で
も

た
き
、

新
盆

の
家

で

は
、

と
く

に
百

八
ダ

イ
た
き
、

家

か
ら
墓

ま

で

た
き

つ
ら
ね

る
。
町

な
ど

で

は
そ

れ
を
簡

盟
・
に
し
線
香

を
百

八
本

と

ぼ
す
家

も

あ

る
。

三
重
、

奈
良

で
も

ム
カ

ヱ
ダ
イ

マ
ッ
を
十

三
日

に
墓

の
前

で
た

き
、

そ

の
火

を
蝋
燭

に
移

し
て
家

に
館
り

、

そ

れ
で
佛

壇

の
燈

明

を

と

も

す
。

奈

良

の

一
部

で
は
十

四
日

の
晩

に
ホ
ト

ケ
様

を
迎

え
る

と

い
い
、
迎

え
タ

イ

マ
ツ
を

た
く
間

は
、

家
内

の
も

の

は
、

皆

外

に
出

て
調
経

じ
、

村

に

よ

つ
て
は
水
鉢

に
茄

子

を
細

か
く
切

つ
た
も

の
を
入

れ
、
松

の
葉

で
そ

の
水

ば

ち

の
水

を
路

の
上

に
ま
く

と

こ
ろ
も

あ

る
。

暉

學

研

究

ご
三
二



孟

蘭

盆

考

一
三
四

千

葉

や
島

根

の

一
部

の
村

で
は
、

十

三
日

の
夕

の
魂

迎

え

に
、

た
ら

い
に

一
杯

の
水

を
汲

ん

で
庭
先

に
出

し
、

こ
れ
を

ア

シ
ア
ラ

イ

ミ

ズ

と

い
う
翌

朝

そ

の
申

を
見

る
と

か
な

ら
ず

土

が
入

つ
て

い
る
と

い
い
、
幅
島

で
は
初
盆

の
家

な
ど

「
も

う
來

て

こ
ぎ

つ
し
や

る
、
水

が

濁

つ
て

い
る
」
な

ど

と
も

い

つ
て

い
る
。

海

村

で
は
祀

塞

は
遠

い
彼
方

か

ら
來

る
と
考

え

て

い
る
と

こ
ろ
も

あ

る
。

紀
伊

熊
野

の
太

地

町

で
は

六
日

の
晩

、

三
重

の
須
賀

利

村

で

は

七
日

の
早
朝

に
シ

ヨ
ウ

ロ
ム
ガ

ヱ
を
す

る
が

、
先

租
様

の
敷

だ

け
笹
舟

を

こ
し
ら

え
、

こ
れ
に
洗

米
、
小

豆
、

苧

糸
な

ど

を

の
せ
て
海

に
流

す
。

す

る
と

こ
れ

に

の

つ
て
先

租
様

が
來

る

と

い
う
。
途

盆

の
十

六
日

は
オ
ガ

ラ

で
舟

を

作
り

、
そ

れ

に
盆

棚

の
供

物

を

の
せ
蟷
燭

の
火

を
澤

山
と
も

し

て
、
海

に
流

す

の
で

あ

る
。

盆

棚

や
墓

を
飾

る
ボ

ン

バ
ナ
を

十

一
日

や
十
三

日

に
迎

え
る
風
習

は
現

在

で
は
各

地

に
鑛

つ
て

い
る
。

こ
れ
は
正

月

の
若

木
迎

え

に
封

鷹

す

る
行

事

で
あ

り
、

祀
蜜

が

こ

の
花

と
共

に
家

に
婦

つ
て
來

る
と
思

つ
て
い

る
地

方

も

あ
る
位

で

あ
る
。

盆

花

の
花

の
種

類

の
中

で
無

く

て
は

な
ら

ぬ
と
す

る
花

は
地

域

に
よ

つ
て
相

違
す

る
。

今

そ

の

一
例

を
拾

う
と
、

陸

中
、

信
濃

で

は
桔

梗

、
静

岡
、
奈

良

で

は
女

郎

花
、
青

森

の
八
戸

市

、
肥

後

で
は
、
桔

梗
、

栗
花

(女
郎

花

㌧
、

日
向

で

は
柳

花

、

カ
ゲ

ン

シ
イ
ボ

(
草
名

)

コ
マ
ツ

ナ
ギ

、
尾

張

で
は

ミ

ソ

ハ
ギ
、

ホ

オ
ズ

キ
、
飛

揮
白

川

で
は
山
百

合
、

相
模

で
は
山

撫
子

、
因
幡

で
は

ミ

ソ

ハ
ギ
等

で

あ

る
。

盆

棚

は
年
神

棚

に
あ
た

る
も

の
で
あ

る
が

、

こ

の
作

り
方

は
地

方

に
よ

つ
て
差
異

が

あ

る
。

然

し

オ
ガ

ラ
と

か
竹

な
ど

で
左
右

の
骨

組

み
を
作

り
、

こ
れ

に
盆

花

を
飾
り

つ
け

た
り

、
十

六

サ
サ

ゲ
を
下
げ

た
り
す

る

こ
と

は
多
く

の
地

方

に
共
通

し

て
お
り

、
特

に
租
璽

の
供

物

と

は
別

に
も

う

一
つ
供
物

棚

を
設

け

る

こ
と
も

ほ
と
ん

ど
共
通

し
て

い
る
。

鳥
取

な

ど

で
は
十

三
日

に
前
記

の
よ
う

に
、
掃

除

し
た
佛

壇

の
左
右

に
オ

ガ

ラ
で
骨

組

し
た
袖

を

こ
し

ら

え
、

そ

れ

に
盆

花

を
く

く
り

つ
け
、

上

部

に
縄

を
張

つ
て
サ

サ
ゲ

を

つ
る

し
、

色
紙

の
キ
リ

コ
で
飾

つ
た
燈
籠

を

さ
げ

、

佛

壇

に
は
佛

專
用

の
膳

(璽
供

膳

)
に
團

子
、

飯

そ

の
他

を
盛

つ
て
供

え
る
。

又
佛
壇

の
前

に
は
新

し

い
色
莫
座

を
敷

き
、

机

を
置

い
て
、
干

蓮
葉

を
敷

い
た
上

に
や

は
り
團

子

そ

の
他



を
盛

つ
て
供

え
る
。

一
方
別

瓦

オ

ガ
ラ

で

一
尺

五
寸
季

方

位

の

シ

ョ
ウ

ロ
棚

と

い
う

の
を
作

つ
て
、

こ
れ

に
も

花

を
飾

り

供

物

を
盛

つ

て
、

こ
れ

は
表
座

敷

の
軒
先

に
ち
よ

う
ち

ん

と
共

に
さ
げ

る
。
墓

に
も

こ
の
日
立
燈

籠

を
立

て
、
青

竹

に
花

を

い
け
、
水

盤

の
水

を
新

し

く
替

え
る
。

静
岡

の
山
中

の
村

で
も

こ
れ

と

ほ
ぼ
似

て

い
る
が
、

こ
の
地
方

に
は

シ

ヨ
ウ

ロ
棚

と
共

に
、

軒
先

に
若

竹

に

七
夕

と
同

じ
よ

う

に
、

五
色

の
紙

を
く

つ

つ
け

た
も

の
を
添

え

て
立

て
る
。

但

し
紙

の
文

句

は

「
色

即
是

空

」
な

ど
敏
典

の
文
句

を

書
く

の
で
あ

る
。

岐

阜

で

は
盆
棚

の
構

造

が
正
月

の
年

紳
棚

に
よ
く
似

て

い
て
、
長

サ
三
、
四

尺
、

巾

一
尺

鯨
り

の
板

を
佛
間

の
次

の
室

に
二
本

の
縄

で

吊

り
、
爾

端

に
柳

の
枝

を
立

て
る
。

こ

の
邊

は
養

翼

の
關
係

で
今

は
新
暦

の
九
月

一
日

か
ら
始

め

る
が
、

こ
の
棚

飾

り

は
八
月

の
三

十

一

日

の
夕

方

に
す

る
。

こ
れ

は
年
越

の
場

合

に
似

て

い
る
。

埼

玉

で
は
他

の
地
方

の
棚

と
同

様
低

い
組

立

の
棚
だ
が

、

こ
れ

に
は
茅

萱

の
左

よ
り

の
注

連
縄

を
張

り

ま
わ

す

と

い
う

。

さ

て
大

施
餓

鬼
集

類
分

解

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　

　

ぎ

り

　

　

「
架

=
其

供
墓

一

不

γ
可

レ
過

噂二

二
尺

一

若
高

則
群

-
璽

不

γ得

γ
登

、

立

=

此
幡

一則

不

γ
揮

三
局
下

一

萬

璽
得

=
齊

登

一
也
。

と
施

餓
鬼

の
場
合

の
供
墓

、
師

ち

施
餓

鬼
棚

の
高

サ
を

三
尺
以

上

に
高
く

し

て
は

い
け

な

い
と

い
う
。

そ

れ

は
群

璽

が
來

つ
て

も
絵
り

高

く

て
登

れ
な

い
か

ら
だ

と
読
明

し
、

供
物

の
あ

る
場

所

に
幡

を
立

て
て

お
か

ぬ
と
、
高

下

を
澤

よ
ず
印

ち
身

分

の
高
下

を
問

わ
ず

、

ど
ん

な
餓

鬼

で

も
供
養

物

に
あ

り

つ
け
な

い
か
ら
だ

と

い
う
。

前

項

の
書

は

五
山
曾

の
原

古
志

稽

の
著

述

で

あ
る
が
、

宋

曾

の
紹

食

通
覧

を
中

心

に
編

集

し

た
も

の
で
あ

る
か
ら
、

そ

の
記

述

に
は
支

那
思

想

や
、

宋
人

の
生

活
意
識

が

現
わ

れ

て

い
る
。

そ

れ

は
我

が
國

の
盆

棚
が

無
縁

の
祀

霰

や
そ

の
他

の
璽

が

き
や
す

く
す

る
爲

に
軒

先

に
吊

し

た
り
、

軒

や
廊

下

に
出

し
て
作

る
爲

に
自
然

高

サ
が
高

い
の

に
封

し

て
、
支

那

に
於

て
は

三
尺
以

下
が

よ

い
と

い
う
。
又

幡

に

つ

い
て
も

山

ノ
神

や
、

氏
繭

の
降

臨

に
際

し
そ

の
場
所

を
示

す

の

に
ノ
ボ
リ
、

幣

を
も

つ
て
す

る

の
で
あ

る
が
、

施

餓
鬼

の
幡

は
供

壼

の
在

り

か
を
示

す

と
共

に
、
季

等

に
供
物

が
與

え
ら

れ
る
も

の

で
あ

る

こ
と

を
意
味

し

て

い
る
。

輝

學

研

究

一
三
五



孟

蘭

一盆

考

一
三

六

㈹

テ

ヲ

ス

ヲ

ニ

ス

ヲ

『
本
朝

瑞

龍
、

恵
日

之
間
、

洛

中
洛
外

之
諸

刹
、

皆

建
=
大
ー
辮
紙
ー
旛

一

題

二
寳
櫻

閣

呪

一

幡
足

書
輔破

地

獄
偶

一、

唯
西

山
無
阜

之

　

と

　

　

　

こ

法

式
、

不

γ
用
=
大
幡

一、
而

小
旛

挿

=
飯
上

一、
不

染
不

書
、

但
白

紙
耳

。
」

南

輝
、

東
輻

寺

の
法
式

は
大
幡

を
高
く

か

か
げ

る
。
今

日

で
も
行

つ
て

い
る
寺
門
附

近

の
高

い
樹
木

の
頂

上

に
竹
桿

を
も

つ
て
掲
げ

る

が

、

こ

の

こ
と
を

い
う

の
で
あ

ろ
う

か
。

こ
れ

に
反

し

て
天
龍
寺

の
法
式

は
小
幡

で
然

も
白

紙

の
も

の
を
、
餓

鬼
飯

の
上

に
立

て
る

と

い

つ
て

い
る
。

盆

祭

の
供
物

は
地
方

に
よ
り
、

或

は
家

に
よ

つ
て
異

な

る
が
、

多
く

は
十

三

日

の
夕

方

に
團

子

を
山

盛
り

に
し
て
供

え
、

こ
れ
を
十

五

日
夕

ま

で
供

え
き

り

に
し

て
、

十

六
日

の
早
朝

、

他

の
供

物

と
共

に
迭
り

流
す

。

こ
の
位

の
こ
と

は
大
抵

の
土

地

に
共
通

し

て

い
る
。

そ

の
他

は
十
四

日

は
白
飯

の
外

に

ソ
ー

メ

ン
を

あ
げ

、

十

五
日

に
は
餓

を

つ
け

た
餅

を
あ
げ

る

と
云

つ
た
具
合

で

一
定

し

て

い
る
繹

で
は

な

い
。し

か

し
祭

壇

を

二

つ
こ
し

ら
え

て
そ

の

一
方

に
團

子

の
外

に
、

茄

子

や
胡

瓜

を
生

の
ま

ま
細

か
く
切

り
、

或

は
き
ざ

ん

で
供

え
た
り

、

或

は

そ
れ

を
洗
米

な

ど
と
混

ぜ
合

せ

た
り
す

る

こ
と

と
か
、

棚

に
も
墓

に
も

水
を
頻

繁

に
供

え

る

こ
と
な
ど

は
共
通

し
て
を
り

、
又

十

六

日

の
佛

途
り

に
、

茄
子

や
胡

瓜

の
馬

を
添

え
る

こ
と

も
ほ

と
ん
ど

共
通

し

て

い
る
。

盆

棚

を

二
通

り

に
匠
別

し
て
作

つ
た
り

、
供

物

を

二

つ
に
匠

分

し
て
供

え
る

の
は
祀
先

璽

と
無
縁

佛

と
を
意
識

し
て
、

各

々

に
供

え

る

供
物

と
匝

分

し
、
場

所

ま

で
を
分

け

て
い
る

の
だ

と

い
う
。

こ
れ

に
就

て
は
後

に
説

明

を
加

え

る
こ
と

に
す

る
。

四

孟
蘭
盆
會
と
施
餓
鬼
會
と
の
相
違
黙
を
望
月
大
僻
典
は

「
孟
蘭
盆
経
は
專
ら
七
世
の
父
母
及
び
六
親
等
の
倒
懸
苦
を
救
う
こ
と
を
読
け

る
も
の
に
し
て
、
今
の
施
餓
鬼
の
障
硬
鬼
聯
に
封
す
る
施
食
と
其
の
趣
旨
を
自
ら
異
り
と
い
う
べ
し
」
と
し
て
い
る
。



　

　

　

　
　
　

　

こ

　

　

り

孟
蘭

盆
経

に
は

「
七
世
父

母
、

離

二
餓
鬼

苦

一、

得

ジ
生

天
人

中

一、

頑
樂

無

γ極

。
」

と

述

べ
て

い
る
如

く
、

七
世

の
父
母

の
餓

鬼
苦

を
離

れ
し

む

る
の
を

目
的

と

し
て
、
鱈

を
供

養

す

る

こ
と
が
説

か

れ
て

い
る
。

大
施

餓

鬼

の
浄
土

加
持

八
句

の
偶
文

に
は

　
そ
　
　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

こ

「
繭

呪

加

持

澤
=
飲

食

一、

普

施
=
恒

沙

衆

鬼

肺

一、

り

　

　

　

　

り

　

　

　

　

　　

願

皆

飽

渦

捨

一
樫

心

一、

悉

脱

二
冥

逆

一生
一一善

道

一、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ　

　

　

　

婦

コ
依

三

寳

一嚢

=菩

提

一、

究

寛

得

γ
成

二
無

上

覧

一、

　

　

　　

　

　

り

　

　

功

徳

無

邊

書

一一
未

來

一、

一

切

衆

生

同

法

食

、
」

さ
と

と
あ
つ
て
施
餓
鬼
は
恒
河
砂
に
等
し
き
多
く
の
衆
の
鬼
紳
に
加
持
の
力
を
以
て
飽
満
せ
し
め
、
究
寛
し
て
無
上
の
覧
り
を
成
ぜ
し
め
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
る
。
然
し
施
餓
鬼
の
廻
向
結
願
文
に
よ
る
と
、

　

　

　

　

こ

「
以

=

此
修
行

衆

善
根

一、
報

二
答
父

母
励

榮
徳

一」

と
あ

つ
て
、

父

母

の
功
榮

の
徳

に
こ
た

え
て
、

壷
く
輪

廻

を

い
で

て
深
土

に
生

ぜ
し

め
よ

と
願

つ
て

い
る
の

で
あ

る
。

郎

ち
施
餓

鬼

の
功

徳

に
よ

つ
て
、

そ

の
功
徳

が
父

母

に
廻
向

さ

れ
る

こ
と

を
願

つ
て

い
る
。
望

月
辞

典

の
説
明

に
反

す

る
が

こ
れ
が

や

は
り

施
餓
鬼

の
中

心

思
想

で
あ
ろ

う
。

七
月
十

五
日

の
灌

騰

を
読

く
灌

蝋
経

に
は
、

　
　

り

　

　

　
　

こ

　

　
　
　

　
ぎ

　
り

「
自

向

七
世

父
母

五
種

類
厩

、
有

二
堕

悪
道

勤
苦
劇

者

一、
因

=
佛

作
禮

幅

一、

欲

γ令

γ
解

=
睨

憂
苦

一」

と

あ
る
如

く
、

こ
の
経

で

は
七
世

の
父
母

、

五
種
親

属
が

受

輻
者

と
な

る

の
で
あ

る
。

こ
れ
ら

は
皆
支

那

思
想

殊

に
儒
教

の
思

想

に
立

つ

て
い

て
、

こ
の
思
想

を
裏

付

け

に
し

て
始

め

て
了
解

出
來

る
経

典

で
あ

る
。
師

ち
儒
教

の
禮

と
し

て
、

死

者

の
祭

ら

れ

る

の
は
家
長

の
父

母
及

び
そ

の
直

系

の
租
先

の
み
で

あ
り
、

そ

こ

に
家

長

を
中

心
と
す

る
租
先

崇

舞

の
意
味

が
存

す

る

の
で
あ

る
。

輝

學

研

究

一
三
七



孟

蘭

盆

考

コ
ニ
八

我

が
國

は

こ
れ
と
は
違

い
、

死
者

は
す

べ
て

一
様

に
祭

る

の
で
あ

り
、

七
世

の
父
母

、

六
親
、

春
属

の
み

に
止
ま

ら
ず
、

死

せ

る
子
孫

に
封

し

て
も
、

祭

に
よ

つ
て
深

き
愛
慕

の
情

を
致
す

の
が

一
般

の
風

習

で
あ

る
。
支

那

(
大
施
餓

鬼
等

)

と

は
大

い
に
封

比
的

で

あ

る
の

に
注

意

す

べ
き

で
あ
る
。

例

え
ば
支

那

に
於

て
は

死
せ

る
幼
子

は
親

不
孝
者

で
あ

る
と
し

て
葬
禮

も

せ
ず
、

死
後

の
祭

も

一
切
行

わ

ぬ
の

で
あ

る
。

我

が
國

の
風

習

に
は
前

者

の
如

き

も

の
は
無

い
。
唯

或

る
地
方

で

は
幼

子

は
死

し

て
も
佛

に
な

ら

ぬ
と
信

じ
、

直

に
何
慮

か

に

を
去

つ
た
人

の
生

れ
攣

る
と
思

つ
て

い
る
。
又

老

い
て
世

を
去

っ
た
人

の
藪

は

天

に
昇

り
、

祀

璽

神

と

な

つ
て
、
子

孫

を
護

つ
て
く

れ

る
。

然

し
早

く
世
璽

は
永

く
地

L⊥
に
と
ど

ま

つ
て
、

亡
者

の
遺
罷

を
見
付

け

て
、

こ
れ

に
入
り

込
ん

で
再

生

し
よ
う

と
す

る
と

い
う
考

え

が

あ

る
と

い
う
。

こ
れ
丈

け

の
前
置

き

を
し

て
理
解

し

よ
う

と
す

る

こ
と
は
、
盆

成

立

の
根
線

と
な

る
経

典

の
内

容

に
反

し

て
我
が

國

の

盆
祭

り

の
封

照

は
先

租

サ

ン
と

い
う
普
遍

者

で
あ

る
。
棚

を

二

つ
に
匠

分

し

て
お
祭
り

す

る

の
は
、

お
迎

え
火
等

を

た

い
て
迎

え

る
先

租

サ

ン
と
、

地

上

に
と
ど

ま

つ
て

い
る
租
璽

と

を
匠
分

し
、

地

上

の
霰

は
身

分
が

低

い
爲

な

の
か
家

の
中

の
祀
璽
棚

ま

で
來

る

こ
と

を
遠
慮

す

る
か

ら

と

い

つ
て
、
軒

先
等

の
外

か
ら
求

め
や
す

い
所

に
設

け

る

の
で
あ

る
。

井

之

口
章

次
氏

は

「
全

國

を
通

じ
て

み
る

と
、

精

霰

と
無
縁

佛

(
地
上

に
停

つ
て
い

る
憲

の

こ
と
、

筆

者
注

)
と

の
境

目

は
剣

然

と

し

な

い
の
で
あ

る
。
精

蜜

も
無
縁

佛
も
抽

象

世
界

の
實

膿

で
あ

る
た

め

に
、

常
民

の
意
識

の
上

で
は
、
蜜

的

な
も

の
に
封

す

る
封

し
方

に
差

別
が

無

い

の
か
も
知

れ

ぬ
が
、

一
方

は
先

組
様

で

あ
り
、

一
方

は

い
わ
ば

ど

こ
の
馬

の
骨

か
も

わ
か

ら

ぬ
魂

範

で
あ

る
。

こ
の
混
同

に

は

深

い
意
味

が

あ
り

そ
う

で
あ

る
。
佛

教

は
死
後

の
魂

の
十

萬
億

土

へ
の
族
だ

ち

を
説

き
、
彼

岸

の
澤
土

に
安
樂

の
生
活

を
求

め

る

の
で
あ

り
、

我
が

國

の
固
有

信
仰

で

は
、

租

憲

は
常

に
子
孫

の
村

の
あ
た
り

に

と
ど
ま

つ
て
、

見

ま
も

つ
て

い

る
と
考

え
る
。

佛
教

教

理
を
張

く

押

し
出

す
爲

に

は
、

固
有

信
仰

の
考

え
方

は
大

き

に
眼
ぎ

わ
り

で
あ

つ
た
に
違

い
な
く

、

子

孫

の

村

の
あ

た
り

に
と
ど

ま

つ
て

い
る
魂

は
、

す

べ
て

こ
れ
を
無
縁

佛

と
見
倣

し

た
場
合

が
あ

つ
た
の

で
は
な

か
ろ

う
か

。
」

と

述

べ
て

い
る
。

佛
教

教
理

と
民

族
個

有

の
考

え
方

の
不

合

理
性

が
、
精

塞

と
無

縁

佛
と

の

二

つ
の
考

え
に
現

わ
れ

た
と

す

る
読

に
は
了
解

し
得

ぬ
も

の
が

あ

る
。
佛

教
が

死
後

十
萬

億
土

へ



旅
立

ち

を
読

く
と

い
う

の

は
佛
数

的
俗

信
仰

で

あ

つ
て
、

佛
教

教

理

で
は
無

い
。
我

が
國

の
民

衆
が

唯

々
何

と

な
く

そ

う
信

じ

て
行

つ
て

い
た
信
仰

形
式

に
佛

教

の
用
語

が

重

な
り
、
佛

教
臭

を
帯

び

て
行

つ
た

ま

で
の

こ
と
と

し
か
思

え

ぬ
。

又

ミ
タ

マ
と

い
う
言
葉

が
、

現
在

で
は
專

ら
佛

教

の
も

の
の
様

に
思
わ

れ
、
神

祭

の
方

と

は
別

の
も

の
ど

思
わ

れ
が

ち

で
あ

る
。

實

は

神

と

い

う

の
も

ミ
タ

マ
の

こ
と
で

適
り
、

そ

し
て

こ
れ

に
食
物

を
供

物

と
す

る
の

は
、

そ

の

ミ
タ

マ
に
供

え
だ

も

の
を
、
我

々
自
身

も

共

に
食

い
、

そ

の

ミ
タ

マ
の
威
力

を
身

に
受

け

る
と

い
う
観

念

を
土
毫

と
す

る

一
種

の
作

法

で

あ

つ
て
、

こ
れ
が
我

が
國

の
祭

の
本
質

で
あ

る
。次

に
盆

祭

の
野
照

に
な

る
租
藪
碑

は

一
罷
何

威

に
在

る

の
で
あ

ろ
う

か
、
墓

地

や
寺

に

い
る
と

は
思

つ
て

い
な

い
様

で
あ
る
。

そ

れ
は

ア

マ
と
概
稻

す

る
高

く
遠

い
世

界

に

い
る
と
思

つ
て

い
る
わ
け

で

あ
る
。

山

に
盆

路
作

り

と

い

つ
て
草

を
刈

つ
た
り
、

或

は
高

い
竹

や
松

な

ど
を
、

目

じ
る

し
と

し

て
立

て
た
り

す

る
理
由

も

こ
こ

に
あ

る
と
思

う
。

然

し

な
が
ら

盆
中

に
墓

参

り
す

る
行
爲

は
無
意
味

で
は
な

い
か

と

い
う
説

も
成
り

立
ち

そ

う
で
あ

る
が
、

三
十

三
年

と

か
、
四

十

九
年

の
聞

は
ま

だ
地

上

に
塞

が

あ

つ
て
、

こ
れ
よ
り

以
前

に
属

す

る
祀
先

の
列

に
は
加
わ

ら

ぬ
と

い
う
観
念

が

あ
り
、

盆
棚

に
迎

え

る

の
は
地

上

に
居
ら

ぬ
租

蜜

で
あ

つ
て
、

墓
参

り

は
地

上

に
あ
る
先

租

を
祭

る
爲

で
も
あ

る
と

い
う
。

よ
り
し
ろ

次

に
碑
祭

り

に
は
必
ず

依
代

(依

る

べ
き
麹

照
物

)

を
設

け
、

こ

の
依
代

を

中
心

に
祭

り
を

す

る
の
で

あ
る
。

盆
祭

り

に
於

け
る
代

表

的
な
依

代

は
我

々
が

水
塔
婆

と

呼

ん
で

い
る

も

の
で
あ

る
。

塔
婆

は

い
う

ま

で
も
無
く

、

ス
ッ
ー
パ

の

こ
と

で
あ

り
、
佛

骨

を
埋

め

て
あ

る
地
域

を
示

す

も

の
で

あ

つ
た
が
、

後

に
攣

化

し

て
供
養
、

報

恩

の
爲

に
も
建

立
す

る
様

に
な

つ
た
。
供

養
、

報

恩

の
爲

の
塔
婆

の
民

俗

的

受

け
入

れ
方

は
、
郎

ち

ミ
タ

マ
、

租
璽

の
依
代

と

し

て
で
あ

つ
た
。

葬
禮

に
於

け

る
白
木

の
位

牌
も
依

代

で
あ

り
、
佛

壇

の
位
牌

も

依

代

な

の

で
あ

る
。

眼

に
見

る

こ
と

は
出
來

な

い
け

れ
ど
も
、

全

く
實
盟

的

な
祀
震

の
存

在

は
ど

う
読
明

し

て
も
佛

理
と

す
る

こ
と

は
出
來

な

い
。

暉

學

研

究

一
三
九



孟

蘭

盆

考

一
四
〇

又
小

石

が
祀

塞

の
依
代

と

な

つ
切て

い
る
實
例

も
相

當
数

あ

る
。
例

え
ば

幅
井

縣

三
方
郡

内
外

海
村

で
は
、
盆

に
は
壁

の
と

こ
ろ

に
外
精

露

(
無
縁

佛
)

め
棚

を

吊

し
、

卒
素

洗
濯

に
行

く
川

原

へ
行

つ
て
石

を

三
箇

拾

つ
て
死
り

、
棚

の
中
央

に
祀

る
の

で
あ

る
。

そ
れ

を
十

六

日

の
朝

に

は
拾

つ
だ
場

所

へ
返

し

に
行

き
、

「
カ
ド

ボ
ト

ケ
を
戻

し

て
く

る
」
と

い
う
て

い
る
。

盆

が
近

く

な
る

と
町

の
市
場

に
ま
で

も
費

つ
て

い
る

オ
ガ

ラ
は
、

全
く
盆

祭

り

に
は
鉄

く

こ
と

の
出
來

ぬ
も

の

で
あ

る
。
膳

の
箸

や
棚

の
骨
組

か
ら
迭

り

の
船

、

ム
カ

ヱ
ダ

イ

や
オ

ク
リ
ダ

イ

の
炬

火

の
代

り
ま

で

こ
れ
を
使

う

の
で

あ

る
が
、

こ
そ
が

や

は
り
依

代

に
な

つ
て

お
ぎ
し
ろ

い
る
。

神

祭

に
於

て
も

竹
、

す
す

き
、

オ

ガ
ラ
、
柳

枝
、

榊
等

は
聯

の
招

代

で
あ
り

、
依

代

に
用

い

る
材

料

な

の
で

あ
る
。
神

祭

用
具

の

一
部
が
盆

祭

用

に
轄
用

さ

れ
る

こ
と

は
何
ら
異

と

す

る
と

こ
ろ

で
は

な

い
。

五

私
は
以
上
に
お
い
て
從
來
論
か
れ
て
來
た
教
學
の
立
場
と
、
民
族
學
者
の
研
究
報
告
と
を
そ
の
事
象
毎
に
紹
介
し
、
こ
れ
ら
を
比
較
し

比
剣
し
て
來
た
の
で
あ
る
。
今
こ
れ
を
要
約
す
る
な
ら
ば
、
支
那
の
民
族
が
理
解
し
、
行
つ
た
孟
蘭
盆
と
日
本
人
が
受
け
取
つ
た
盆
祭
り

と
は
表
面
に
現
わ
れ
た
形
式
、
儀
式
作
法
が
似
通
つ
て
い
て
も
、
そ
の
祭
の
申
心
で
あ
る
租
塞
の
在
り
方
や
、
そ
れ
に
封
す
る
態
度
、
或

は
祭
の
本
質
は
、
全
然
違
つ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

-

又
鰹
の
實
在
を
信
じ
こ
れ
を
中
心
に
祭
り
を
進
め
て
行
く
日
本
人
の
思
考
態
度
は
全
く
非
佛
教
的
で
あ
り
、
永
年
の
布
教
に
か
か
わ
ら

ず
佛
教
が
滲
透
し
て
居
ら
ぬ
こ
と
に
氣
が
付
く
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
宗
教
人
の
今
後
の
布
教
態
度
に
大
い
に
注
目
す
べ
き
要
素
で
あ

つ
て
、
如
何
に
科
學
的
、
合
理
的
内
容
と
方
法
を
持
つ
て
布
教
に
臨
ん
で
も
、
民
族
個
有
の
宗
数
概
念
を
改
め
さ
す
こ
と
が
不
可
能
で
あ

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。



注

(9)(8)(7)(6)(5)(4)(3)(2)(1)

シ
ナ
佛
敏

の
研

究
、
津

田
左
.右

吉
、

二
四

三
頁

。

輝

林
象

器
箋
、

五

一
三
頁
。

〃

五

=
二
頁
。

シ
ナ
佛
教

の
研

究
、

二
四
八
頁
。

月

ご
と

の
祭

、

橋
浦
泰

雄
、

二
〇

二
頁
。

〃

二
〇
三
頁
。

〃

二
〇

一
頁
。

大
施

餓
鬼
集

授

分
解
、

十

三

丁
。

佛

数
以
前
、

井

之

口
章

次
、

二

二
八
頁

。

〔
参
考
資
料
〕

シ
ナ
佛
教
の
研
究
、
津

田
左
右
吉
著
、
岩
波
書
店
。

日
本
人
の
生
活
と
支
那
思
想
、
津
田
左
右
吉
著
、
岩
波
新
書
。

佛
敢
以
前
、
井
之
口
章
衣
署
、
古
今
書
院
。

月
ご
と
の
祭
、
橋
浦
泰
雄
著
、
岩
崎
書
店
。

日
本
人
の
信
仰
、
竹
田
聴
州
著
、
創
元
肚
。

神
道
と
民
俗
學
、
柳
田
國
男
署
、
明
世
堂
。

山
宮
考
、
柳
田
國
勇
著
、
小
山
書
店
。

大
施
餓
鬼
集
類
分
解
。

輝
林
象
器
箋
。

輝
學
研
究
、

四
十
四
號
。

繹

學

研

究

一
四

一


